
障害を持つ生徒のMCAS 参加用の意思決定ツール 

IEP チームと 504 プランコーディネーターは、MCAS への生徒の適切な参加について毎年決定するさい、以下

の決定表を使用します。 評価する各コンテンツ分野で毎年個別に決定してください。ELA、数学、科学技術/
工学。

生徒は標準化したコンピュータ

または紙ベースのテストで、便

宜供与の有無にかかわらず、知

識および技能を十分または部分

的に示すことができるか。

上記の基準をすべて満たした場

合、その生徒はコンテンツ分野

における MCAS-Alt の受験を検

討する必要があります。3 

• 生徒には重大な認知障害がありますか？および

• 学年の期待値よりも大幅に低い水準に修正した学力基準に取り

組んでいる、および

• 知識と技能を習得し、それを実証するために、集中的かつ個別

的な指導を受けている、および

• 標準化された試験で、便宜を図ったとしても、知識・技能を完

全にあるいは部分的に示すことができないか？

1 複雑で重大な障害」の説明と例は、教育者マニュアルの 6 ページに記載されています。
2 学年別」と「能力別」のポートフォリオの詳細と提出要件については、「MCAS 学年別・能力別ポートフォリオマニュアル」

を参照してください。
3 高校で MCAS-Alt を受験する生徒は、評価した科目でコンピテンシー判定を受けることができないため、高校卒業資格を得るこ

とはできません。

生徒が複雑で重大な障害 1を抱えていて、便宜を図っても標準的な MCAS テ

ストで知識や技能を十分または部分的に発揮できないようなことがあります

か？

(例えば、重大な感情、行動、健康関連、神経、運動、またはコミュニケー

ション障害など) 

および

生徒が学年レベルの期待値またはそれに近いレベルで学習している。

生徒には IEP または 504 プラ

ンがありますか？

い

はい 

はい い

両方

この生徒は便宜を図ってコンピュー

タまたは紙ベースの MCAS テストを

受ける、または「学年レベル」また

は「能力」ポートフォリオを検討す

ることができます。 

この生徒は、コンピュータまた

は紙ベースの MCAS テストを、

便宜を図りながら、または図ら

ずも受ける必要があります。

生徒はテストの便宜を受けるか、MCAS-Alt を受ける資

格がありません。

生徒は必要に応じてユニバーサルアクセシビリティ機

能を使用した標準的な MCAS テストを受けなければな

りません。

い

い 両方
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